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2023仙台市下水道フェア第22回川柳コンクール 
 

 

ご あ い さ つ 

 

仙台市下水道フェア川柳コンクールは、川柳を詠むことを通して、 

くらしの中の「水」について考えるきっかけとしていただくことを目的に、 

平成14年度から実施しており、今回で 22回目を迎えました。 

今年度は、児童・生徒、一般の方あわせて 379 名の皆様から 655

句のご応募をいただきました。素晴らしい作品を数多くお寄せいただき、

心より感謝申し上げます。 

作品の中では、連日の記録的な猛暑のなかで改めて感じる水の

有難さ、一方で台風や大雨などによる天災の恐ろしさ、自然や日常

の風景の美しさなど、皆様が感じ取ったことを日本の文化である川柳

で自由に表現されております。 

また、新型コロナウイルス対策による行動制限のない夏が戻り、 

久しぶりに再開したイベントを楽しむ様子が伝わってくる川柳も見受けら

れました。 

この度見事に入賞された皆様の川柳を、表現されている情景や 

心情を想像しながら心ゆくまでご鑑賞ください。 

 

 

 

  令和5年１０月吉日            

仙台市下水道フェア実行委員会   

会長 仙台市建設局長 佐藤 秀樹 
 



2023仙台市下水道フェア第 22回川柳コンクール 

応募者数 

 

 人 数 作 品 数 

小 学 生 47校  243名 416句 

中 学 生 15校   45名 67句 

高 校 生 3校   6名 10句 

小 計 65校  294名 493句 

一 般 85名 162句 

合 計 379名 655句 

 

選者紹介 

雫石 隆子 さん  (宮城県川柳連盟理事長） 

鈴木 俊光 さん （アナウンサー・ 

パーソナリティ） 

佐藤 秀樹  （仙台市建設局長） 
 

＜仙台市下水道フェア実行委員会構成団体＞ 

・全環衛生事業協同組合 

・公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会東北支部 

・全国ヒューム管協会東北支部 

・一般社団法人 仙台建設業協会 

・仙台リバーズネット・梅田川 

・公益社団法人 日本下水道管路管理業協会東北支部 宮城県部会 

・宮城県管工業協同組合 

・公益社団法人 宮城県生活環境事業協会   

・仙台市建設局 



【
特 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

雫
石 

隆
子 

こ
の
地
球 
水
に
生
か
さ
れ 

水
に
泣
く 

 
 

 
 

 

若
林
区      

 
 

 
 

 
 

 
 

山
田 

久
美
子  

【
ジ
ュ
ニ
ア
賞
】 

 
 

 

選
者 

雫
石 

隆
子 

か
さ
の
う
え 

あ
ま
つ
ぶ
は
し
ゃ
ぐ 

す
べ
り
だ
い 

 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
1
年 

 
 

刈
谷 

航
大 

【
秀 

逸
】 

 
 

 
 

選
者 

雫
石 

隆
子 

わ
た
し
た
ち
は 

水
に
囲
ま
れ 

生
き
て
い
く 

 
 

 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
1
年 

 

佐
藤 

優
樹 

100
年
の 

う
る
お
い
永
久

と

わ

に 

ま
た
一
歩          

太
白
区                      

千
葉 

友
幸 



【
入 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

雫
石 

隆
子 

い
っ
て
き
も 
む
だ
に
は
し
な
い 

い
の
ち
の
み
ず 
 

仙
台
市
立
柳
生
小
学
校
１
年 

 
 

彦
坂 

優
愛 

観
光
の 

一
翼
カ
ラ
ー 
マ
ン
ホ
ー
ル 

 
         

泉
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤 

範
子 

じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら 

み
ず
が
ぽ
た
ぽ
た 

な
い
て
い
る 

 

仙
台
市
立
幸
町
南
小
学
校
４
年    

黒
澤 

亜
梨
紗 

熱
帯
夜 

ロ
ッ
ク
が
直
ぐ
に 

水
割
り
へ 

 
 

 
 

 

宮
城
野
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

笠
松 

芳
之 

あ
し
も
と
に 

ま
る
い
ポ
ケ
モ
ン 

み
つ
け
た
よ 

 
 

仙
台
市
立
八
木
山
南
小
学
校
１
年 

大
張 

颯
悟 

す
ご
い
よ
ね 

自
然
を
守
る 

下
水
道 

 
 

 
 

 
 

仙
台
市
立
八
乙
女
小
学
校
３
年 

三
瓶 

衣
都 



【
入 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

雫
石 

隆
子 

エ
ア
ピ
ス
ト
ン 
大
雨
の
時 

気
を
つ
け
よ
う       

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年  

佐
藤 

奏
仁 

大
雨
に 

ゲ
ッ
プ
し
て
い
る 

マ
ン
ホ
ー
ル 
       

太
白
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

島 

文
庫 

限
り
あ
る 

今
の
地
球
の 

水
資
源 

 
 

 
       

仙
台
市
立
上
杉
山
通
小
学
校
６
年 

鈴
木 

綾
音 

皆
の
為 

節
水
し
よ
う 

S

D

G

s  
 

 
 

 
 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年  

伊
藤 

龍
之
介 

虹
き
ら
り 

ホ
ー
ス
の
先
に 

水
彩
画 

 
 

 
 

   
仙
台
市
立
仙
台
青
陵
中
等
教
育
学
校
１
年   

三
浦 

和
奏 

水
道
は 

唯
一
無
二
の 

い
の
ち
水 

 
 

 
       

宮
城
野
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

矢
野 

力 



【
特 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

鈴
木 

俊
光 

名
取
川 

魚
に
え
び
に 

も
ぐ
る
ぼ
く 

 
 

 
 

 
 

仙
台
市
立
秋
保
小
学
校
４
年      

杉
山 

慧
翔 

【
ジ
ュ
ニ
ア
賞
】 

 
 

 

選
者 

鈴
木 

俊
光 

ふ
ん
す
い
は 

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の 
あ
た
ま
み
た
い 

 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
１
年      

高
橋 

音
花 

【
秀 

逸
】 

 
 

 
 

選
者 

鈴
木 

俊
光 

み
ず
た
ま
り 

マ
ス
ク
の
な
い
か
お 

う
つ
っ
た
よ 

 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
小
・
中
学
校
２
年 

 

須
和
部 

知
文 

枯
れ
花
に 

お
礼
水
遣
り 

園
児
た
ち 

 
 

 
 

 
 

太
白
区                            

木
下 

正
恒 



【
入 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

鈴
木 

俊
光 

暑
い
日
に 
カ
ラ
の
水
筒 

見
上
げ
て
る 

 
 

 
 

 

仙
台
市
立
七
郷
中
学
校
２
年 

 
  

齋
藤 

百
花 

つ
か
ま
え
ろ 

ぼ
う
し
で
魚
を 

は
さ
み
う
ち 

 
 

 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
４
年 

 
  

新
田 

湊
大 

ひ
と
雨
に 

命
を
つ
な
い
だ 
夏
の
花 

 
 

 
 

 
 

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
６
年   

坂
村 

天
音 

ク
モ
の
城 

朝
つ
ゆ
光
る 
 

夏
の
庭 

 
 

 
 

 
 

仙
台
市
立
南
光
台
小
学
校
４
年   

三
浦 

大
翔 

夏
休
み 

海
だ
プ
ー
ル
だ 

お
祭
り
だ 

 
 

 
 

 
 

仙
台
市
立
富
沢
小
学
校
４
年 

 
  

萱
場 

惇
登 

雨
が
降
り 

桜
が
散
っ
た 

春
の
朝 

 
 

 
 

 
 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
５
年  

星
川 

澪
良 



【
入 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

鈴
木 

俊
光 

ほ
の
さ
き
に 
朝
つ
ゆ
光
る 

サ
サ
ニ
シ
キ 

 
 

 
 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
２
年 

野
上 

愛
馨 

下
水
道 

コ
ロ
ナ
の
こ
と
ま
で 

お
見
通
し 
 

 
 

 

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
５
年 

 

角
田 

理
緒 

水
を
の
む 

ゴ
ク
ゴ
ク
聞
こ
え
る 
の
ど
の
音 

 
 

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
２
年 

出
口 

る
い 

苔
む
し
て 

青
下
川
か
ら 

め
ぐ
る
水 

 
 

 
 

   

仙
台
市
立
将
監
中
学
校
１
年 

    

酒
井 

理
瑳 

古
井
戸
に 

野
菜
を
浮
か
す 

盛
夏
か
な 

 
 

 
 

 

泉
区                   

    

渋
谷 

昭
三 

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
と 

は
か
ど
る
夏
の 

水
仕
事 

 
 

 

若
林
区 

 
 

 
 

 
 

 
 
    

奥
村 

ま
さ
子 

 
 



【
特 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

佐
藤 

秀
樹 

負
け
試
合 
涙
ご
ま
か
す 

浴
び
る
水 

 
 

 
 

   

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年 

沼
倉 

陽
生 

【
ジ
ュ
ニ
ア
賞
】 

 
 

 

選
者 

佐
藤 

秀
樹 

水
飲
み
場 

お
湯
が
出
て
き
た 
夏
休
み 

 
       

仙
台
市
立
東
仙
台
小
学
校
６
年 

本
宮 

樂
久 

【
秀 

逸
】 

 
 

 
 

選
者 

佐
藤 

秀
樹 

マ
ン
ホ
ー
ル 

き
ら
り
地
面
の 

缶
バ
ッ
チ 

 
 

   

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
３
年      

髙
橋 

成
実 

田
植
え
中 

メ
ダ
カ
に
夢
中 

父
息
子 

 
 

 
 

   

青
葉
区                      

白
畑 

充
希 



【
入 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

佐
藤 

秀
樹 

水
道
水 

バ
イ
菌
バ
イ
バ
イ 

あ
り
が
と
う 

 
 

   

仙
台
市
立
若
林
小
学
校
２
年 

    

高
橋 

莉
希 

と
う
め
い
す
い 

タ
ニ
シ
が
今
日
も 

い
い
し
ご
と 

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
３
年 

石
森 

朔
仁 

マ
ン
ホ
ー
ル 

ふ
る
さ
と
の
花 
ハ
ギ
見
っ
け 

 
 

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年 

石
森 

仁
心 

高
令
者 

絵
柄
マ
ン
ホ
は 

道
知
る
べ 

 
 

 
 

   

泉
区 

 
                  

奈
良
坂 

哲
夫  

待
望
の 

雨
に
打
た
れ
る 

夏
の
旅 

 
 

 
 

 
 

 

青
葉
区 

                  

千
葉 

祐
治 

帰
路
急
ぐ 

靴
濡
れ
ま
い
と 

足
弾
み 

 
 

 
 

 
 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年 

大
友 

瑛
葉 



【
入 
選
】 

 
 

 
 

選
者 

佐
藤 

秀
樹 

ホ
ー
ス
か
ら 
水
出
し
地
域
を 

守
る
母 

 
 

 
 

 

秀
光
中
学
校
２
年              

我
妻 

花 

猛
暑
日
の 

灼
熱
道
路 
善
雨
そ
そ
ぐ 

 
 

 
 

 
 

宮
城
県
仙
台
第
三
高
等
学
校
２
年  

先
﨑 

あ
か
り 

プ
ー
ル
か
ら 

み
ん
な
の
え
が
お 
と
び
だ
す
よ 

   

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
１
年  

谷
口 

壮
太
郎 

雨
上
が
り 

「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と 
せ
み
し
ぐ
れ 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
４
年 

     

刈
谷 

芽
依 

生
活
と 

喉
を
潤
す 

二
刀
流 

 
 

 
 

 
 

 
   

若
林
区                      

森 

ち
ひ
ろ 

マ
ン
ホ
ー
ル 

ヒ
ー
ル
の
大
敵 

で
も
愛
し 

 
 

 
 

泉
区 

                      

菊
池 

恭
子



【講
評
】 

選
者 

雫
石 

隆
子 

 
 

（宮
城
県
川
柳
連
盟 

理
事
長
） 

   

今
年
は
新
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
な
って
、
制
約
の
緩
和
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
猛
暑
酷
暑
の
暑
い
夏
で
し
た
。
そ
の
た
め
か

一
般
の
投
句
数
が
伸
び
ず
、
少
し
淋
し
く
思
い
ま
し
た
が
、

国
連
事
務
総
長
の
「温
暖
化
か
ら
沸
騰
時
代
」と
の
言
葉
も
、

驚
き
な
が
ら
も
さ
も
あ
り
な
ん
と
言
う
と
こ
ろ
で
す
。 

 

さ
て
、
毎
回
の
こ
と
な
が
ら
ジ
ュニ
ア
の
作
品
に
は
目
を
見

張
り
ま
し
た
。
十
七
音
字
の
リ
ズ
ム
感
を
把
握
し
、
簡
潔
に

大
切
な
こ
と
を
伝
え
る
と
い
う
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
人

も
多
く
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
思
う
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
も
五
七
五
で
残
し
ま
し
ょ
う
。 

 

一
句
一
句
は
そ
れ
ぞ
れ
の
足
跡
で
す
。
沢
山
の
足
跡
を
残

し
ま
し
ょ
う
。 

         

特
選 

 

「こ
の
地
球 

水
に
生
か
さ
れ 

水
に
泣
く
」  

 

若
林
区 

山
田 

久
美
子 

【評
】地
球
は
水
の
星
で
す
。
水
は
命
の
根
源
で
あ
り
、
水
を

無
く
し
て
生
物
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
大
切
な
「水
」

を
十
七
音
字
中
に
リ
フ
レ
イ
ン
し
て
、
強
調
し
て
い
ま
す
。

異
常
気
象
の
際
立
つ
今
年
、
水
害
に
泣
い
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
水
資
源
を
大
切
に
致
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ジ
ュニ
ア
賞 

 

「か
さ
の
う
え 

あ
ま
つ
ぶ
は
し
ゃ
ぐ 

す
べ
り
だ
い
」  

 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
１
年 

刈
谷 

航
大 

【評
】感
性
豊
か
な
、
そ
し
て
観
察
眼
の
光
る
作
品
で
す
。
ど

の
年
に
も
ま
し
て
雨
の
日
が
多
く
、
ま
と
め
て
降
る
の
か

と
思
う
集
中
豪
雨
を
「あ
ま
つ
ぶ
は
し
ゃ
ぐ
」と
比
喩
的
表

現
に
も
脱
帽
で
し
た
。
五
七
五
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん

で
下
さ
い
ね
。 

 

秀
逸 

 

「わ
た
し
た
ち
は 

水
に
囲
ま
れ 

生
き
て
い
く
」  

 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
１
年 

佐
藤 

優
樹 

【評
】水
に
囲
ま
れ
生
き
て
い
る
、
ま
さ
に
日
本
の
姿
で
す
。

豊
か
な
水
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
線
状
降
水

帯
の
水
害
、
ま
た
津
波
に
遭
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。
水
と

上
手
に
付
き
合
う
こ
と
で
、
人
生
を
豊
か
に
致
し
ま
し
ょ

う
。 

 

「
１
０
０
年
の 

う
る
お
い
永
久(

と
わ)

に 

ま
た
一
歩
」  

太
白
区 

千
葉 

友
幸 

【評
】今
年
は
水
道
事
業
開
始
か
ら
１
０
０
年
で
す
。
私
た

ち
の
暮
ら
し
の
真
ん
中
に
あ
る
の
が
「水
」で
す
。
こ
の
う

る
お
い
の
事
業
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。 

 

入
選 

「い
って
き
も 

む
だ
に
は
し
な
い 

い
の
ち
の
み
ず
」  

 

仙
台
市
立
柳
生
小
学
校
１
年 

彦
坂 

優
愛 

【評
】い
って
き
も
無
駄
に
し
な
い
、
水
の
大
切
さ
を
「む
だ
に

し
な
い
」と
言
い
き
って
い
ま
す
。
下
五
の
「い
の
ち
の
み
ず
」

の
言
葉
も
大
切
さ
を
語
って
い
ま
す
。 

 

「観
光
の 

一
翼
カ
ラ
ー 

マ
ン
ホ
ー
ル
」  

 

泉
区 

佐
藤 

範
子 

【評
】観
光
と
し
て
の
役
割
も
持
つ
マ
ン
ホ
ー
ル
。
味
気
な
い
歩

道
に
七
夕
飾
り
が
描
か
れ
た
り
、
と
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー

ル
を
訪
ね
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。 

 

「じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら 

み
ず
が
ぽ
た
ぽ
た 

な
い
て
い
る
」  

 

仙
台
市
立
幸
町
南
小
学
校
４
年 

黒
澤 

亜
梨
紗 

【評
】蛇
口
を
き
っち
り
閉
め
な
い
と
少
し
ず
つ
、
水
が
落
ち

て
き
ま
す
。
そ
れ
を
ぽ
た
ぽ
た
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
使
って
川

柳
に
し
ま
し
た
。
水
漏
れ
を
泣
く
、
と
表
現
し
て
詩
人
で

す
ね
。 

 



「熱
帯
夜 
ロ
ッ
ク
が
直
ぐ
に 

水
割
り
へ
」  

 

宮
城
野
区 

笠
松 

芳
之 

【評
】特
別
に
暑
か
った
今
年
の
夏
。
晩
酌
は
ロ
ッ
ク
、
と
グ
ラ
ス

の
氷
も
溶
け
て
し
ま
う
暑
さ
で
し
た
。
エ
ー
ッ
と
溶
け
た

速
さ
を
私
も
経
験
し
ま
し
た
。 

 

「あ
し
も
と
に 

ま
る
い
ポ
ケ
モ
ン 
み
つ
け
た
よ
」  

 

仙
台
市
立
八
木
山
南
小
学
校
１
年 

大
張 

颯
悟 

【評
】ポ
ケ
モ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
み
つ
け
た
う
れ
し
さ
。
そ
れ

が
足
元
に
あ
った
ら
驚
き
で
す
ね
。
無
駄
な
言
葉
は
な
く
、

簡
潔
な
一
句
が
良
い
で
す
ね
。 

 

「す
ご
い
よ
ね 

自
然
を
守
る 

下
水
道
」  

 

仙
台
市
立
八
乙
女
小
学
校
３
年 

三
瓶 

衣
都 

【評
】下
水
や
雨
水
を
流
す
排
水
路
、
こ
の
施
設
が
あ
って
環

境
が
守
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
気
付
い
て
「す
ご
い
よ
ね
」と

の
上
五
、
状
況
を
把
握
す
る
目
が
あ
る
３
年
生
で
す
ね
。 

 

「エ
ア
ピ
ス
ト
ン 

大
雨
の
時 

気
を
つ
け
よ
う
」  

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年 

佐
藤 

奏
仁 

 

【評
】エ
ア
ピ
ス
ト
ン
、
川
柳
作
品
で
は
初
め
て
の
言
葉
で
す
。

大
雨
で
い
っぱ
い
に
な
った
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
持
ち
上
が
り
、

事
故
に
な
る
危
険
大
で
す
。 

   

「大
雨
に 

ゲ
ッ
プ
し
て
い
る 

マ
ン
ホ
ー
ル
」  

 

太
白
区 

島 

文
庫 

【評
】右
記
の
作
品
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
す
。
「ゲ
ッ
プ
し
て
」と

擬
人
法
で
す
が
、
人
生
経
験
が
書
か
せ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

具
体
的
で
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「限
り
あ
る 

今
の
地
球
の 

水
資
源
」  

 

仙
台
市
立
上
杉
山
通
小
学
校
６
年 

鈴
木 

綾
音 

【評
】水
資
源
に
も
限
り
が
あ
る
、
と
高
学
年
ら
し
い
気
づ
き

の
あ
る
一
句
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
豊
か
な
水
を
使
って

い
る
者
へ
の
警
告
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

「皆
の
為 

節
水
し
よ
う 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」  

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年 

伊
藤 

龍
之
介 

【評
】日
本
の
豊
か
な
水
を
未
来
に
も
繋
げ
よ
う
、
と
い
う
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
。
皆
の
為
は
今
生
き
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の

人
々
も
含
め
て
い
る
。
句
柄
が
大
き
い
。 

 

「虹
き
ら
り 

ホ
ー
ス
の
先
に 

水
彩
画
」  

 

仙
台
市
立
仙
台
青
陵
中
等
教
育
学
校
１
年 

三
浦 

和
奏 

【評
】感
覚
的
な
一
句
。
ホ
ー
ス
の
先
に
見
る
水
彩
画
は
虹
の

よ
う
に
光
って
い
る
。
夏
の
日
の
ワ
ン
シ
ー
ン
だ
が
、
見
過
ご

し
が
ち
な
も
の
を
捉
え
た
一
句
で
す
。 

   

「水
道
は 

唯
一
無
二
の 

い
の
ち
水
」  

 

宮
城
野
区 

矢
野 

力 

【評
】入
選
一
句
目
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
、
い
の
ち
水
。
四
字
熟

語
を
使
って
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の
言
葉
は
「い
の
ち
水
」に

対
し
て
な
い
と
思
い
ま
す
。 

                     



【講
評
】 

選
者 

鈴
木 

俊
光 

 
 

（ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
） 

   
 

暑
い
熱
い
夏
で
し
た
ね
。
水
も
ず
い
ぶ
ん
飲
み
ま
し
た
。

シ
ャ
ワ
ー
も
し
ょ
っち
ゅ
う
使
い
ま
し
た
。
雨
の
少
な
い
期
間

も
あ
り
、
い
つ
節
水
の
呼
び
か
け
が
あ
る
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て

い
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
も
フ
ル
稼
働
で
し
た
。
高
校
野
球
、
世

界
陸
上
と
テ
レ
ビ
も
ず
い
ぶ
ん
見
ま
し
た
。
い
つ
節
電
の
呼
び

か
け
が
あ
る
か
と
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
頭
の
中

に
は
限
り
あ
る
資
源
を
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
四
文
字
が
浮
か
ん
で
は
消
え
て
い
ま
し
た
。 

 

今
地
球
は
沸
騰
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

傾
向
の
天
候
は
今
後
も
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。
線
状
降
水
帯

な
る
被
害
を
も
た
ら
す
豪
雨
も
日
常
的
に
出
現
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
覚
悟
を
も
った
生
活
を
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
ね
。 

        

特
選 

 

「名
取
川 

魚
に
え
び
に 

も
ぐ
る
ぼ
く
」  

 

仙
台
市
立
秋
保
小
学
校
４
年 

杉
山 

慧
翔 

【評
】秋
保
を
流
れ
る
名
取
川
の
清
流
。
安
全
な
場
所
で
の
川

遊
び
、
大
き
く
息
を
吸
って
ザ
ブ
ン
。
そ
こ
に
い
た
の
は
川

の
生
き
物
た
ち
。
ぼ
く
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 ジ
ュニ
ア
賞 

 

「ふ
ん
す
い
は 

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の 

あ
た
ま
み
た
い
」  

 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
１
年 

高
橋 

音
花 

【評
】四
方
八
方
に
噴
き
上
げ
る
ふ
ん
す
い
の
姿
は
正
に
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
の
頭
で
す
ね
。
観
察
眼
と
発
想
力
が
す
ご
い
。
硬

く
て
ト
ゲ
の
あ
る
葉
で
す
が
、
植
え
る
と
根
付
く
そ
う
で

す
。 

 

秀
逸 

 

「み
ず
た
ま
り 

マ
ス
ク
の
な
い
か
お 

う
つ
った
よ
」  

 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
知
小
・中
学
校
２
年 

須
和
部 

知
文 

【評
】三
年
間
の
マ
ス
ク
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
き
は
ほ
っ

と
し
ま
し
た
ね
。
お
友
達
と
も
見
つ
め
合
い
ま
し
た
。
水

た
ま
り
に
う
つ
った
自
分
の
素
顔
も
新
鮮
で
し
た
。 

     

「枯
れ
花
に 

お
礼
水
遣
り 

園
児
た
ち
」  

 

太
白
区 

木
下 

正
恒 

【評
】今
年
の
草
花
は
可
哀
そ
う
で
し
た
。
特
に
鉢
植
え
や
プ

ラ
ン
タ
ー
の
植
物
へ
の
水
遣
り
は
追
い
つ
か
な
か
った
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
お
花
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
。
園
児
た
ち
の

優
し
い
気
持
ち
。 

 

入
選 

「暑
い
日
に 

カ
ラ
の
水
筒 

見
上
げ
て
る
」 

 
 

仙
台
市
立
七
郷
中
学
校
２
年 

齋
藤 

百
花 

【評
】あ
っと
い
う
間
に
飲
み
干
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
暑
さ
続

き
で
し
た
。
最
後
の
一
口
、
一
滴
を
求
め
て
水
筒
を
覗
き

こ
む
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

「つ
か
ま
え
ろ 

ぼ
う
し
で
魚
を 

は
さ
み
う
ち
」 

 
 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
４
年 

新
田 

湊
大 

【評
】網
を
持
って
こ
な
か
った
こ
と
を
後
悔
し
ま
す
。
二
人
呼 

吸
を
合
わ
せ
て
帽
子
で
す
く
い
と
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
魚

も
必
死
で
す
。 

 

「ひ
と
雨
に 

命
を
つ
な
い
だ 

夏
の
花
」 

 
 

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
６
年 

坂
村 

天
音 

【評
】雨
が
待
ち
切
れ
ず
枯
れ
た
花
も
あ
れ
ば
、
ぎ
り
ぎ
り

間
に
合
った
に
わ
か
雨
に
救
わ
れ
た
花
も
あ
り
ま
し
た
。

水
の
力
、
植
物
の
生
命
力
を
感
じ
ま
す
。 

 



「ク
モ
の
城 

朝
つ
ゆ
光
る 

夏
の
庭
」  

 
仙
台
市
立
南
光
台
小
学
校
４
年 

三
浦 

大
翔 

【評
】ク
モ
の
巣
を
お
城
に
見
た
て
ま
し
た
。
定
規
も
分
度
器

も
な
い
の
に
実
に
き
れ
い
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

朝
つ
ゆ
キ
ラ
リ
。
女
王
様
の
テ
ィ
ア
ラ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
か

も
。 

 

「夏
休
み 

海
だ
プ
ー
ル
だ 

お
祭
り
だ
」  

 

仙
台
市
立
富
沢
小
学
校
４
年 
萱
場 

惇
登 

【評
】待
って
ま
し
た
夏
休
み
。
自
由
研
究
、
読
書
感
想
文
は

ひ
と
ま
ず
忘
れ
て
、
ま
ず
楽
し
も
う
ぜ
夏
休
み
。 

 

「雨
が
降
り 

桜
が
散
った 

春
の
朝
」  

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
５
年 

星
川 

澪
良 

【評
】花
の
い
の
ち
は
短
く
て
～
だ
か
ら
桜
は
愛
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
。
開
花
の
前
に
降
る
雨
を
「催
花
雨
（さ
い
か
う
）」

満
開
後
の
雨
を
「花
散
ら
し
の
雨
」と
も
い
う
そ
う
で
す
。 

 

「ほ
の
さ
き
に 

朝
つ
ゆ
光
る 

サ
サ
ニ
シ
キ
」 

 
 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
２
年 

野
上 

愛
馨 

【評
】今
年
の
野
菜
や
果
物
は
、
気
温
が
高
す
ぎ
て
、
不
作
の

物
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
水
不
足
で
枯
れ
た
田
ん
ぼ

の
ニ
ュー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
朝
つ
ゆ
が
の
った
サ
サ
ニ
シ
キ

は
豊
作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

  

「下
水
道 

コ
ロ
ナ
の
こ
と
ま
で 

お
見
通
し
」  

 

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
５
年 

角
田 

理
緒 

 

【評
】下
水
を
調
べ
て
感
染
予
測
は
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

去
年
の
句
は
「リ
ト
マ
ス
紙
」で
し
た
。
今
年
は
も
っと
先
ま

で
「お
見
通
し
」と
な
り
ま
し
た
。 

 

「水
を
の
む 

ゴ
ク
ゴ
ク
聞
こ
え
る 

の
ど
の
音
」  

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
２
年 

出
口 

る
い 

【評
】今
年
の
夏
は
ほ
ん
と
に
よ
く
水
、
麦
茶
を
飲
み
、
ア
イ

ス
を
食
べ
ま
し
た
。
一
杯
目
の
お
水
は
自
然
に
の
ど
が
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。 

 

「苔
む
し
て 

青
下
川
か
ら 

め
ぐ
る
水
」  

 

仙
台
市
立
将
監
中
学
校
１
年 

酒
井 

理
瑳 

【評
】広
瀬
川
の
源
流
、
青
葉
区
大
倉
の
水
源
青
下
川
を
見

て
の
句
。
清
ら
か
な
水
が
深
い
森
と
コ
ケ
む
し
た
岩
の
中

か
ら
わ
き
出
て
い
ま
し
た
。
今
蛇
口
か
ら
出
て
い
る
水
も

あ
そ
こ
か
ら
と
思
う
と
感
動
し
ま
す
ね
。 

 

「古
井
戸
に 

野
菜
を
浮
か
す 

盛
夏
か
な
」  

 

泉
区 

渋
谷 

昭
三 

【評
】冷
蔵
庫
の
な
い
時
代
、
ス
イ
カ
は
地
下
水
を
く
み
上
げ
、

た
ら
い
に
入
れ
て
冷
や
し
ま
し
た
。
井
戸
な
ら
も
っと
冷

え
そ
う
で
す
。
今
井
戸
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
災

害
時
に
利
用
で
き
る
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
す
。 

 

「じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
と 

は
か
ど
る
夏
の 

水
仕
事
」  

 

若
林
区 

奥
村 

ま
さ
子 

 

【評
】気
持
ち
良
さ
そ
う
。
手
の
ひ
ら
に
は
熱
交
換
器
が
あ

る
そ
う
で
す
。
夏
は
手
の
ひ
ら
を
水
に
つ
け
て
温
度
の
上

が
った
血
液
を
下
げ
て
身
体
に
戻
し
、
冬
冷
た
く
な
った

手
の
ひ
ら
を
無
意
識
の
う
ち
に
ヒ
ー
タ
ー
に
か
ざ
す
の
は

血
液
の
温
度
を
上
げ
て
身
体
に
戻
し
、
体
温
を
上
げ
る

た
め
だ
そ
う
で
す
よ
。 

   



【講
評
】 

選
者 

佐
藤 

秀
樹 

 
 

（仙
台
市
建
設
局
長
） 

    

第
２２
回
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
年
も
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
か
ら
表
現
豊
か
な
句
を
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
、
あ
ま
り
意
識
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
下
水
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
水

を
き
れ
い
に
し
た
り
、
大
雨
か
ら
街
を
守
る
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
下
水
道
そ
の
他
の
水

環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っか
け
と
な
り
ま
し
た
ら
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

応
募
作
品
の
中
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
関
す
る
川
柳
も
数

多
く
見
受
け
ら
れ
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
、
日
々
の
生

活
の
中
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、

水
と
と
も
に
あ
る
生
活
を
多
様
な
感
性
で
表
現
さ
れ
て
お

り
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
来
年
も
多
く
の
方
々
に

応
募
い
た
だ
け
る
よ
う
願
って
お
り
ま
す
。 

    

特
選 

 

「負
け
試
合 

涙
ご
ま
か
す 

浴
び
る
水
」  

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年 

沼
倉 

陽
生 

【評
】小
学
校
最
終
学
年
に
仲
間
と
共
に
挑
ん
だ
試
合
だ
った

の
で
し
ょ
う
。
涙
を
隠
し
た
い
た
め
浴
び
る
水
に
悔
し
い
思

い
が
一
層
伝
わ
って
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
た
た

え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ジ
ュニ
ア
賞 

 

「水
飲
み
場 

お
湯
が
出
て
き
た 

夏
休
み
」  

 

仙
台
市
立
東
仙
台
小
学
校
６
年 

本
宮 

樂
久 

【評
】思
わ
ず
大
き
く
う
な
ず
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夏
の
暑

さ
で
水
飲
み
場
の
水
が
思
って
も
み
な
い
お
湯
に
な
って
い

て
、
び
っく
り
し
た
瞬
間
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

 

秀
逸 

 

「マ
ン
ホ
ー
ル 
き
ら
り
地
面
の 

缶
バ
ッ
チ
」  

 
仙
台
市
立
長
町
小
学
校
３
年 

髙
橋 

成
実 

【評
】デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
を
缶
バ
ッ
チ
に
例
え
る
感
性
が
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
が
一
層
輝
き
を

増
し
た
よ
う
で
、
誇
ら
し
く
思
え
嬉
し
く
感
じ
ま
し

た
。 

    

「田
植
え
中 

メ
ダ
カ
に
夢
中 

父
息
子
」  

 

青
葉
区 

白
畑 

充
希 

【評
】き
れ
い
な
水
に
棲
む
メ
ダ
カ
。
夢
中
で
探
し
て
い
る
父

と
息
子
。
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
見
て
い
る
母
。
心
温
ま
る

家
族
の
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

 

入
選 

「水
道
水 

バ
イ
菌
バ
イ
バ
イ 

あ
り
が
と
う
」  

 

仙
台
市
立
若
林
小
学
校
２
年 

高
橋 

莉
希 

【評
】水
は
汚
れ
を
落
と
し
て
く
れ
ま
す
ね
。
き
れ
い
に
な
っ

て
い
く
様
子
が
、
素
直
な
言
葉
で
テ
ン
ポ
よ
く
表
現
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

「と
う
め
い
す
い 

タ
ニ
シ
が
今
日
も 

い
い
し
ご
と
」  

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
３
年 

石
森 

朔
仁 

【評
】水
槽
の
生
物
を
毎
日
観
察
し
な
が
ら
、
大
切
に
育
て

て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
タ
ニ
シ
の
力
を
日
々

実
感
し
て
い
る
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
って
く
る
微
笑
ま
し

い
一
句
で
し
た
。 

 

「マ
ン
ホ
ー
ル 

ふ
る
さ
と
の
花 

ハギ
見
っけ
」  

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年 

石
森 

仁
心 

【評
】き
っと
愛
着
を
持
って
マ
ン
ホ
ー
ル
を
見
て
く
れ
て
い
た

ん
で
す
ね
。
「あ
っ 

ハ
ギ
だ
！
」と
仙
台
市
の
花
を
見
つ
け

た
時
の
嬉
し
さ
が
伝
わ
って
き
ま
し
た
。 

 



「高
令
者 
絵
柄
マ
ン
ホ
は 

道
知
る
べ
」  

 

泉
区 

奈
良
坂 

哲
夫 

【評
】久
し
ぶ
り
の
外
出
だ
った
の
で
し
ょ
う
か
。
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
の
絵
が
目
印
と
な
って
お
役
に
立
った
こ
と
を
知

り
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

「待
望
の 

雨
に
打
た
れ
る 

夏
の
旅
」  

 
青
葉
区 

千
葉 

祐
治 

【評
】猛
暑
で
望
ん
で
い
た
雨
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、

待
ち
に
待
った
せ
っか
く
の
旅
行
で
打
た
れ
る
ほ
ど
強
い
雨

に
な
って
し
ま
う
と
は
。
複
雑
な
気
持
ち
が
伝
わ
って
く
る

一
句
と
思
い
ま
す
。  

 

「帰
路
急
ぐ 

靴
濡
れ
ま
い
と 

足
弾
み
」 

 
 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
６
年 

大
友 

瑛
葉 

【評
】下
校
途
中
に
突
然
土
砂
降
り
の
雨
に
み
ま
わ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
困
り
な
が
ら
も
、
走
る
足
取
り
が
楽
し
そ

う
に
も
思
え
て
き
ま
す
。 

 

「ホ
ー
ス
か
ら 

水
出
し
地
域
を 

守
る
母
」 

 
 

秀
光
中
学
校
２
年 

我
妻 

花 

【評
】ホ
ー
ス
か
ら
出
る
水
の
力
強
さ
と
、
消
防
士
と
し
て
地

域
を
守
る
お
母
さ
ん
の
姿
が
重
な
り
ま
す
。
お
母
さ
ん

を
誇
り
に
感
じ
て
い
る
気
持
ち
が
印
象
に
残
る
一
句
と

思
い
ま
す
。 

 

「猛
暑
日
の 

灼
熱
道
路 

善
雨
そ
そ
ぐ
」  

 

宮
城
県
仙
台
第
三
高
等
学
校
２
年 

先
﨑 

あ
か
り 

【評
】今
年
は
猛
暑
が
続
き
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
人
も
と
ろ
け
そ

う
で
し
た
。
そ
こ
に
天
か
ら
の
打
ち
水
で
生
き
返
る
様
子

が
つ
く
づ
く
と
共
感
で
き
る
一
句
で
し
た
。 

 

「プ
ー
ル
か
ら 

み
ん
な
の
え
が
お 

と
び
だ
す
よ
」  

 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
１
年 

谷
口 

壮
太
郎 

【評
】や
っと
み
ん
な
で
プ
ー
ル
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
ね
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
は
し
ゃ
ぐ
声
が
プ
ー
ル
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
躍
動
感
の
あ
る
一
句
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

「雨
上
が
り 

「待
って
ま
し
た
！
」と 

せ
み
し
ぐ
れ
」  

 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
４
年 

刈
谷 

芽
依 

【評
】雨
で
ピ
タ
ッ
と
止
ん
だ
せ
み
の
鳴
き
声
が
、
雨
上
が
り

一
斉
に
さ
ら
に
力
強
く
聞
こ
え
た
の
で
す
ね
。
せ
み
の
喜

び
が
一
気
に
伝
わ
って
き
ま
し
た
。 

 

「生
活
と 

喉
を
潤
す 
二
刀
流
」  

 若
林
区 

森 

ち
ひ
ろ 

【評
】今
年
ほ
ど
水
が
美
味
し
く
感
じ
る
年
は
な
か
った
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
水
も
二
刀
流
と
表
現
さ
れ
、

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
に
な
り
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。 

   

「マ
ン
ホ
ー
ル 

ヒ
ー
ル
の
大
敵 

で
も
愛
し
」  

 

泉
区 

菊
池 

恭
子 

【評
】お
し
ゃ
れ
を
し
て
急
ぐ
足
取
り
を
止
め
て
し
ま
った
マ

ン
ホ
ー
ル
も
バ
ツ
が
悪
か
った
こ
と
で
し
ょ
う
。
ヒ
ー
ル
が

傷
つ
い
て
も
愛
し
と
思
って
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   



  


